
富士市立吉原北中学校 第３学年 

学年テーマ  

  夢の実現を目指して fff編 

 ～強い意志・強い絆で感動あるフィナーレ～ 

                                        

令和７年５月２日 ＮＯ．２ 

新組織が決定しました 
 

４月に新クラスが発表されてから、各クラスで委員会や係など新しい組織などが決まり、学校

生活が軌道に乗り始めました。学校や学年を動かすリーダーたちが決まりましたので紹介します。 

【前期生徒会本部】                         〈敬称略〉 

生徒会長       氏名 
生徒会副会長     氏名 

生徒会書記      氏名 

【前期専門委員長】 
 

生活 環境 広報 図書 健康 給食 

☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 
  

【前期学年委員】   

        

            パラリンピック世界水泳大会観戦 
11 日（金）に、全校生徒がバスに乗り県

立水泳場に行き、パラリンピックの世界水泳

大会を観戦しました。子供たちは、障害があ

っても一生懸命泳ぐ選手の姿に打たれ、熱い

声援を送っていました。お弁当を食べたあと

は、ボッチャなどのパラスポーツを楽しみま

した。 

   1年生との交流会 
15日（火）に、３年生の学年委員会が１年生

との交流会を企画・運営しました。体育館に集ま

ったあと、猛獣狩りというゲームで、グループに

分かれ車座になり、自己紹介やバースデイリング

（話をせずに誕生日順に並び替える）、何でも１

 学年委員   ◎委員長 〇副委員長 

１組 ☆ ☆ ☆ ☆ 

２組 ☆ ☆ ☆ ☆ 

３組 ☆ ☆ ☆ ☆ 

４組 ☆ ☆ ☆ ☆ 

写真 

写真 

写真 

写真 



年生の質問に答えるグループ会議などを行い、楽しいひとときを過ごしました。学年委員が会の進行全て

を担い、時間を意識して進めることができました。最初緊張していた１年生も、会の最後には、多くの生

徒が振り返りで手を挙げ、感想を言うことができました。３年生が持つ温かさが、下級生にも広がり、安

心感という土壌の素地ができ上れば、生徒会スローガン「継」にもつながっていくと思いました。これか

らも良き伝統を後輩に伝えていってほしいです。 

 

授業参観 ・ 学級懇談会  
ありがとうございました。 
 28 日(月）には、授業参観、学級懇談会を行いました。多くの保護者

の方々が来てくださり、感謝申し上げます。発足式兼行事説明会という

形で行いましたが、お子さまの様子はいかがでしたでしょうか。後日、

しおりを作りますので、日程や持ち物など御確認ください。 
 

 

～生徒の皆さんへ～ 

 

修学旅行を前にして、人との付き合いで悩んでいる人がいましたら、よいコラムを見付けたの

で、考え方の参考にしてみてください。 

 

嫌いな人との付き合い方            

  
 私たちは、周りの人すべてとうまく付き合っていくことはできません。大人でも、学校や会社

などの組織の中には「何となく気が合わない」とか「好きになれないという人」がいるものです。 

 それを、私たちは相性がいいとか悪いとか言います。相性の合う人、合わない人というのは確

かにいます。ものの見方や考え方が合わなかったり、行動や会話などテンポがしっくり来なかっ

たりする人です。 

 社会の中で暮らしている限り、そうした相性の悪い人とも付き合っていかなければなりません

し、合わないからと言って避けてばかりはいられません。その時に、内心では合わないと思いな

がら、無理に合わせようとしていると、態度がぎこちなくなってきます。かといって「あなたと

は合わない、嫌だ」ともなかなか言えません。そこで、無理に合わせることはありませんし、合

わない部分をことさら強調することもないと私は思います。合わないということを認めて、必要

最小限のところでうまく付き合っていくしかないのです。 

でも、合わない人はずっと合わないかと言うと、必ずしもそうではありません。最初のうちは

合わないと感じていた人でも、時間が経つうちに印象が変わってくることもあります。新しい情

報が少しずつ入ってきて、それまで持っていた嫌な印象が薄らいできて、その人に対する見方が

変わってくるのです。だから「相性というのは絶対のものではない」という柔らかな気持ちを持

って人と付き合うことが大切です。 

 私たちは、出来るだけ人と仲良く付き合いたいと思います。合わない人とも何とか付き合って

いこうとします。嫌いな人がいてはいけないという意識さえあります。でも好きな人がいるよう

に嫌いな人も必ずいるのです。誰の周りにも相性が悪い人はいます。自分の心が負担を背負わな

いように接し方を考えましょう。             〈医学博士 大野 裕より参照〉 

写真 


